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近畿 OL 連絡会 議事録 
文責：関西学連副幹事長 中村哲 

1. 会議情報 
日時： 2015 年 8 月 9 日 13:30~16:50 
場所：京都大学 本部構内 文学部校舎２階第５講義室 
 
出席者： 
滋賀県協会    事務局長 稲田元樹 
京都府オリエンテーリング協会  会長  古川勝美 
京都オリエンテーリングクラブ  会長  小野田淳 
朱雀 OK     会長  金谷敏行 
みやこ OLC      中島明日香 
大阪府オリエンテーリング協会 
岸和田オリエンテーリング協会  事務局長 横田実 
OLC レオ    学連会長 河合利幸 
大阪オリエンテーリングクラブ  会長  澤地實 
OLC フルハウス    渉外  青柳紀子 
兵庫県オリエンテーリング協会  会長  尾上俊雄 
OLP 兵庫    事務局  板谷日出男 
和歌山県オリエンテーリング協会  理事長  楠見耕介 
日本オリエンテーリング協会 JOA  業務執行理事 平島俊次 
京都女子大学オリエンテーリングクラブ 渉外  吉田有希 
京都大学オリエンテーリングクラブ 渉外部長 橋本修志 
大阪大学オリエンテーリングクラブ 渉外  小池裕介 
奈良女子大学オリエンテーリングクラブ 渉外  燈田真佑子 
関西学生オリエンテーリング連盟  幹事長  松浦知佑 
     副幹事長 中村哲 
     事務局長 天野良樹 
 
2. 各団体開催大会等の日程調整 
(2015 年) 
8,9 月：特になし 
10 月：「スプレク」を「スポレク」に修正 
11 月：21 日のパーク O ツアーin 関西 2015 京都大会の団体を「京都 OLC」に修正。 
12 月：13 日に第 22 回東山マウンテンマラソンを開催 
 6 日にあいの土山にて関西学連ミドルセレクションを開催 
 20日のパークOツアーin関西2015大阪大会が朱雀OK大会と被るため19日に変更。 
(2016 年) 
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大阪府協会がインストラクター講習会(12~3 月)を開催予定。 
1 月： 31 日に中日東海大会 
2 月： 27 日にウエスタンカップリレー、28 日にパーク O ツアーに変更している。 
3 月： 27 日にパーク O ツアーin 滋賀大会を開催 
 三月下旬〜四月上旬、SI−Card(京都府協会備品)使用で熊野古道マウンテンランを開催。 
 
3. 来年度以降のスプリントセレクションについて 
 インカレスプリントの施行に伴い、関西学連でもセレクションを行う。 
関西学連意見： 
①希望日程は 6 月下旬〜7 月上旬(6 月第 3 週のロングセレ以降)の日曜日 
理由： ロングセレ以降かつ、試験日程に被らない。 
②多くの学生が外部委託を希望している 
理由： ロングセレに加えて、スプリントの運営は学生 OB のみでは負担が大きい。 
 外部委託の方が質が高いものを行える。 
今年度のセレクションの実施について： 
事前にパーク O ツアーに併設としてスプリントセレを行ってもらえないか、と関西学

連からコンタクトがあった。しかし、時期が合わなかったために、セレのみの大会と

して施行的に開催した。 
セレクション方法について： 
【学連の希望】 
外部委託をおこない、同一日程での２レース制を希望(選手の公平性を重視) 
【各団体からの意見と学連の反応】(→以降は学連の反応) 
・外部委託であれば、学連から各団体に直接渉外を行い開催すれば良く、レース利用

をするのであれば大会運営団体に連絡を取って行えば良い(外部委託とレース利用の違

いを明確化)。学連に外部委託にこだわる理由はあるのか。 
→外部委託にこだわる理由はない。「学生 OB のみでは運営を行わない」という意味で

『外部委託』と言っていた。 
・パーク O ツアーのセレ利用は可能だが、プログラム等の都合から 2 レース制は難し

い。ただし、別の２回のパーク O ツアーをセレに用いることは可能(春に 2 回開催する

必要がある。)。 
・パーク O 関西のレース利用には問題はない。一般最高クラスを利用してもらうが、

パーク O 関西は公認のため、一般含む全員の公平性をとる。(学生内のみの公平性は考

慮できない) 
・学生のテレイン希望はあるか→特に希望はない。 
・社会人団体内での開催期間等のすり合わせが行われるため、決まるのが遅くなる可

能性がある。各団体でパーク O ツアーの日程候補を挙げておき、近畿 OL 連絡会で提

案すれば比較的早くセレに利用するかどうかを判断できる。 
・各年の近畿 OL の運営大会によって、利用大会、部門を変更するのはどうか。(スプ
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リントのみを大会利用するではなく、場合によってロングやミドルを大会利用する) 
【今後の動き】 
「同じテレインで２レース」に意味があるのかについて学生の意向調査を行う。 
スプリントセレの開催方法については次回１月近畿 OL 連絡会で深く検討していく。 
各社会人団体は、パーク O ツアーの日程希望をできるだけ早めに提示し、開催時期の

すり合わせを行う。 
 
4. 近畿ブロック会議の話し合い報告 
A. 6/14 に JOA 総会、理事会が開催され、それらの議事録が JOA のサイトに 8/7 に掲載された。 
B. 全日本リレーの経過報告 
- 準備状況は順調。宿泊、トレーニングコースの準備は未完了だが続けて行っ

ている。詳しくはサイトで確認可能。 
- ふるさと登録などの活用により、参加都道府県数を増やし、オリエンテーリ

ング自体の知名度を上げていきたい。 
C. 2017 年度の全日本大会が近畿ブロックに回るので、それに対する話し合いを

始めている。2021 年にワールドマスターズゲームズが広域関西での開催が決定し、オ

リエンテーリングはコア競技で開催必須となっている。関西圏内で会場をどこに置く

かは後日決定する。なお、運営に際し学生動員は行わない。 
D. パーク O ツアーin 関西について、学連が主催できるという意思表示がにとも

ない、関西パーク O ツアーの文言に変更を加える。全体的に安すぎるという点から来

年度以降の参加費を値上げし２０００円に変更。クラスは、５年前に M65,W65 を開

設したことから M70,W70 の新設。実施は 2016 年度から。 
E. IOF に関して、世界選手権の行い方を奇数年はフォレスト競技、偶数年はア

ーバン競技に変更。 
F. パーク O 関西のサイトのプロバイダ変更に伴い、サイト URL が変更される。 
 
5. 地図の縮尺、拡大表示について(JOA 地図委員会より) 
【基本となる地図縮尺】 
JSOM では、基本縮尺は 1/15000(ロング 15000、ミドル 10000 にしてもよい) 
高齢者、年少者は 1/10000 を推奨 
1/10000 は 1/15000 を単純拡大したものを用いる。(1/10000 基準での調査は間違い。

基本は 1/15000 で調査しなければならない)(ドットスクリーン(林等)は除く) 
JSSOM では、基本縮尺は 1/5000,1/4000 
記号サイズはいずれも同一。 
【コース印刷(重ね印刷)、オフセット印刷の記号サイズ】 
コース記号サイズは 1/15000 を基本 
1/10000 を使用するときは 1/15000 と同一サイズで印刷を行う。 
同一競技で異なる縮尺を使用する場合は小さい縮尺の地図の等倍にする。(円内の情報
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量を同じにするため) 
マスターズ規約では 35、40A までは 1/15000,45A 以上は 1/10000 
そのほかの縮尺の場合も同様にコントロール位置も単純拡大。 
6. JOA の財政改革説明(配布資料「JOA 財政改革のご説明とお願い」参照) 
【前提】 
JOA はこれまでオリエンテーリングの普及に努めるも、十分な結果が得られなかった。 
一方で、JOA が公益社団法人を維持すること、加えて岸記念体育会館に事務所を置く

ことは、オリエンテーリングが今後も安定して選手に楽しんでもらう上で必要な案件。 
【現状】 
• 現在の収支バランスでは３年で公益社団法人格を失うことになる。これによ

り JOA が活動を中止することは、国際大会参加や国外での対外的信頼、普及・発展母

体の損失など、日本のオリエンテーリング界において大きな損失となる。 
• 財政的に問題を抱える理由は、企業スポンサーの森永生乳業が平成 12 年で撤

退し支援が止まったこと、適切な会費設定の失敗、登録者数の減少による。 
• JOA が存続するための最低費用は、競技者登録費、指導者登録費用、各都道

府県協会からの納入される会費により賄う。(存続するための条件として、公益社団法

人格を維持、IOF や日本体育協会等に加盟、岸記念体育会館に事務所を置く、有給職

員を雇用する、ことを挙げている) 
• 公的機関や自治体の推進により知名度は大きく向上したが、事業における収

支バランスや費用対効果における不均衡が存在していた。 
• 高品質の大会に対し、それに釣り合わない参加費設定となっている大会もあ

り、経済的循環が崩れている。 
【競技団体としての発展】 
- 日本体育協会への加盟 
- 国際大会の開催 
【構成員数の変化】 
・競技者登録数 
一般の登録数微増（下げ止まり？） 
学生の登録数増加（学連の加盟による） 
・指導者登録者数 
更新時の審査の難化により減少 
【正味財産の変遷】 
毎年 200~300 万の減少 
【活性化案】 
ー日本学連（昨年加入） 
ーO-forum の開催 
ーナヴィゲーションゲームズ 
ー企業協賛金確保 
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【次世代に JOA を引き継げる財政構造】 
①財政基盤の確立 
会費、登録費により、固定した金額の確保できる構造を構成する必要がある 
金額内訳→資料参照 
《上記についての意見》 
- 人件費は妥当。 
- 岸記念体育会館に事務所を置く必要性はあるのか。それについて検討無く、

集める金額を上げるのはおかしい。→岸記念体育会館に事務所を置くことで、日本体

育の様々な情報が入っている。よって、事務所を変更することで金銭的に得られるメ

リットはそれらのメリットに勝るのか検討が必要になる。 
- 指導員登録について再考の余地があるのでは。現状の制度では、指導員にな

れば仕事も増え、お金がかかるため、その数が減るのは必然。指導員からではなく、

加盟員や参加者からのお金で不足額を賄うようにするべき。(指導員の受けるメリット

は何なのか？) 
- 平島さんの個人的意見は、指導者はある程度の報酬が得られる、という構造

を作りたい。 
- 現在の制度では、公認をとっていない大会からは JOA は金額を回収できない

が、正式にオリエンテーリングの競技規則に則って大会を開催している以上、それら

の大会からもお金を回収できるシステム作りが必要。 
②協働して会員を支える基盤作り 
・会員への組織育成費がゼロとなるのは現実的でないので引き続き行うが、その支援

金額は最大７万とし、会員の事業収入により変動する。 
・そのために約１２０万円の財源が必要 
【会員支援策】 
JOA 会員の財務状況を把握し適切な支援を行う。そのために 120 万の増収策を講じる。 
増収策として「会員サポート寄付」「競技者登録費を増加」を挙げる。 
→会員サポート寄付 
- 都道府県協会主催・参加のクラブ主催大会の大会参加費に「会員サポート寄

付」を上乗せ。 
- 初心者・一般市民対象クラス、20 歳以下のクラスは据え置き。 
- 公認大会については据え置き。(E クラスは一律 1000 円) 
- スプリントは一律 500 円。 
- その他については一律 1000 円。 
→競技者登録費の増加 
- 登録費は 2000 円→4000〜5000 円へ変更(これに伴う会員の減少は考慮して

いる)。 
《以上財政改革についての意見》 
• 現行制度では一時登録費用が安すぎるために競技者登録をしていない人がい
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る。よって一時登録費をかなり高くしたり、もしくは撤廃するべきなのではないか。 
• JOA の広報をメール化し、頻度を増やすべき。 
• 会員サポート寄付についてJOAにプールされない金額についてはお金のある

協会に渡されるが、それでは資金援助という点で意味がないため、全額プールまたは

プールする分のみの増額にするべきでは。 
• 会員サポート寄付とあるが義務化するのか。→公認大会は義務化できるだろ

うが、練習会等については大会との境界をどうするかにも課題があるため義務化はで

きない。 
• 小さな金額設定から始めればいいのではないか。→参加費増加の根拠が寄付

であることを十分周知した上で、適当な金額から始めることもできる。 
• 公認がなくても参加者が集まるため公認申請をしない団体があるが、そうい

った団体の「会員サポート寄付」に対する考えを求めるべき。 
• 理想はすべての大会を公認化するべきだが、現時点ではハードルが高い。 
• お金を取りやすいところ(競技者登録費等)から集めることになるため、お金を

集める際の根拠を十分考えるべき。 
• 大きい集団からお金を集め、全体に再配分するという考えを基本において議

論すべき。 
• いかに競技者登録数を増やすかについての議論を行って欲しい。 
 
以上の意見を学識、業務執行理事の平島がまとめ、JOA 理事会で報告する。 
【今後の動き】 
現時点で、財政改革は提案段階にすぎないので、全日本リレーまでに内容を煮詰めて

いき施行は来年度からとなる。 
決定する内容は、理事会のみで決定するものもあるが、臨時総会を開催し決定する内

容もある。 
7. 次回日程 
2015 冬季近畿 OL 連絡会 
開催場所：滋賀 
日程：2016 年 1 月 23 日(土) 
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ＯＬカレンダー
年月日 大会名ほか 場所

9月20日 [NG]長野ロゲイニング 長野.長野

9月20日 第37回北海道大学大会 北海道.札幌

9月20日 オリエンテーリングを楽しもう 埼玉.滑川町

9月22日 いばらき大会 茨城.ひたちなか

9月23日 [JOA:S]第35回筑波大大会 栃木.矢板

9月26日 [NG]北海道ロゲイニングinルスツ 北海道.留寿都村

9月26日 第2回のせでん里山フォトロゲイニング 大阪.豊能町

9/26 -27 第3回大会運営研修会(地図調査～OCAD作図) 岡山.笠岡

9月27日 第44回福井市民スポレク大会＜要項＞ 福井.福井

9月27日 第31回埼玉協会大会(第16回東京都選手権併設) 埼玉.寄居町

9月27日 第8回岐阜県民スポーツ大会 岐阜.関

9月27日 平成27年度福岡県大会兼八幡西大会 福岡.北九州

9月27日 スマフォトロゲイニングin広島2015 広島.広島

3月4日 日本学生選手権スプリント・ロング大会 長野.富士見町

3月4日 第27回島根県スポレク松江大会＜要項＞ 島根.松江

10月4日 [NG]ロゲイニング大和三山・橿原 奈良.橿原

10月4日 フォトロゲイニングNIPPON土岐 岐阜.土岐

10月4日 第42回前橋市民大会 群馬.前橋

10月4日 高麗郷ロゲイニング&ロングO大会 埼玉.日高

10月10日 第1回フォトロゲイニング上市まちのわ2015 富山.上市町

10月11日 [JOA:BS]2015青い森鶴の里2Days大会 青森.

10月11日 スポーツ博覧会・東京2015 東京.多摩

10月12日 O-festival宮崎プレ大会 宮崎.宮崎

10月11日 [NG]八ヶ岳富士見高原ロゲイニング＆ウルトラロングO 長野.富士見町

10月11日 オリエンテーリングを楽しもう 埼玉.滑川町

10月11日 新潟県指導者研修会 新潟.聖籠町

10月12日 石川健民祭大会兼津幡町スポレク祭 石川.津幡町

10月12日 第1回足立ロゲイニング 東京.足立区

10月12日 登別市民大会 北海道.登別

Aiming
この大会情報は「森を走ろう！」サイトを利用して作成しています。

8月は、オリエンテーリング大会の参加がなく、「ＫＯＬＡ」も近畿ＯＬ連絡会の情報のみ。９月も近隣での
大会がなく、あっても体育祭や運動会などと重なることが多いこの季節。今は、全日本リレーに向け
ての取り組みに、全力を挙げていきます。
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